


















　ピルケースに１回分の薬を入れてカセットに収納
し、服薬時間をセットして使います。薬の時間になる
と音声案内と画面表示で知らせてくれるので、飲み
忘れを防ぎ、決められた時間に薬が飲めます。また、
セットした薬だけが出てくるため、薬の飲み間違いを
予防。１つのカセットに７個のピルケースを収納し、ロ
ボット本体にはカセットを４つセットできるため、１日４
回までの薬を１週間分（１日２回の場合は２週間分、１
日１回の場合は４週間分）収納することが可能です。
　慢性疾患の薬を常用している高齢者の方、薬の管
理を自身で行うが飲み忘れ・飲み過ぎ・飲み間違いの
リスクがある方、もしくは服薬管理を行う介護者の方
などに。利用者の服薬支援だけでなく、介護者の負
担も軽減します。

福祉用具紹介
あると便利なグッズたち

Goods
服薬支援ロボⓇ

薬の飲み忘れ・飲み過ぎ・飲み間違いを予防

Check Point！
　居宅療養管理指導の介護保険サービス利用者
は、薬局が自宅へ機器をレンタルし、セットした薬
を配達してくれます。
※地域によっては利用できない場合があります。

■ 価格 １２０，０００円(税別)

図書紹介
貸し出し

　このほかにも介護・看護・福祉についての本（約
300冊）やビデオ・ＤＶＤ（約200本）を貸し出して
おります。詳しくは県立介護実習普及センターに
お問い合わせください。≪☎055-254-8680≫

　認知症・超高齢者の看取りケアにおける、様々
な状況でのケアスキル・組織体制・職員間のコ
ミュニケーション等のポイントを解説し、より良
いケアを実践する際の“考えるヒント”になるよ
うにまとめてあります。　　　
　看取りケア、そしてそこに至るまでのケアの重
要性についてケア実践の一助となる内容となっ
ています。島田　千穂・伊藤　美緒

日総研グループ
日総研出版
〒453-0017 名古屋市中村区則武本通1－38 
日総研お客様センター電話番号　0120-057671
ホームページ http://www.nissoken.com/book/1796/index.html
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認知症・超高齢者の
看取りケア実践

現場でよくある２２事例
島田千穂 伊東美緒

東京都健康長寿医療センター研究所福祉と生活ケア研究チーム研究員

介護職との協働、医師・多職種との連携の仕方！

看取りに関わる家族の思いを知りたい本人の希望を確認したい 介護職との
協働体制を築きたい

医師との
連携体制を考えたい多職種との

連携体制を考えたい
入居者とともに看取り体制を創りたい

施設での看取り以外の選択肢を模索している

面会中の家族との関わりを考えたい

病院の常識が通用しないと思っている

現場でよくある
22事例

看取りケア実践

認知症・超高齢者の

●簡単な操作のタッチパネルや、難聴の方でも聞こえる
　大音量設定など、高齢者や介護が必要な方にやさし
　い造りです。また、取り出しボタンはあえて光らせず、
　認知症の方を不安にさせない配慮がされています。
　服薬履歴をデータ管理することも可能。ＵＳＢで最大４
　週間分管理できます。
●ピルケースは半透明にして中の薬が見やすくなって
　います。また、朝、昼、夜、寝る前の時間帯によって色
　分けし、お薬をセットする時に間違えにくいようになっ
　ています。
●カセットは、ピルケースと色を揃えお薬のセットをする
　時に間違えにくい工夫がされています。さらに、ピル
　ケースを入れる時に違う色が入らないように、色ごと
　に異なる形になっています。

ピルケース
カセット
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広報誌「やまなしの福祉」を
パソコンやタブレットで閲覧

善意をありがとう

車いすの寄贈
　山梨トヨタ会（山梨トヨタ自動車と社員でつくる会）様は、毎
年社会貢献活動の一環として県内医療機関に車いす５台を寄
贈しています。車いすは、同社社員や家族が空き缶を収集して
換金した収益と同社からの寄付金を合わせて購入しています。
　平成28年度は、山梨トヨタ自動車様が創立70周年であるこ
とから車いす70台の寄贈を計画し、山梨県社会福祉協議会が
仲介役となり県内の医療機関に寄贈することになりました。12
月14日に山梨トヨタ自動車本社会議室にて贈呈式を行い、山
梨大学医学部附属病院をはじめ18の病院へ寄贈させていた
だきました。
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この広報誌の作成費用の一
部は赤い羽根共同募金配分
金により発行されています。お 知 ら せ

 採用予定のある事業所と、お仕事を探しているあなた
をつなぐ、個別面接・相談会を行います！
　・3月  1日（水）　医療法人健栄会
　　　　　　　　介護老人保健施設　大津ケアセンター
　・3月  8日（水）　株式会社ユニマットリタイアメント・コミュニティ
　　　　　　　　南甲府ケアセンターそよ風
　・3月15日（水）　新日本通産株式会社
　　　　　　　　ケアステーション新日本
　・3月22日（水）　株式会社上機嫌
　　　　　　　　ハイブリッドホーム上機嫌
　・3月29日（水）　株式会社やさしい手甲府

詳しくは、お電話にてお問い合わせください。

時 間 １４：００～１６：００
会 場 山梨県福祉人材センター

問い合わせ 福祉人材センター　☎０５５-２５４-８６５４

福祉のおしごと マッチングカフェ

ホームページ http://www.y-fukushi.or.jp

　広報誌「やまなしの福祉」は、本会ホームページでPDF
版の閲覧ができるほか、電子ブックでもご覧になれます。

※パスワードは必要ありません

iOS用Android用

yfukushi334
3月号のID

3月号は
以下の通りです。

食料品の寄贈
　JA共済連山梨（鷹野武本部長）様より、JA職員が持ち
寄った生活物資(食料品等）の寄贈をいただき、12月22日
（木）県福祉プラザにて贈呈式を行いました。寄贈は6年連
続、11回目です。
生活物資はNPO
法人フードバンク
山梨に贈られ、山
梨県内の生活困
窮者の支援に活
用されます。

使用済み切手の寄贈
　山梨中央銀行職員組合（新津智委員長）様から、使用済
み切手９．２ｋｇを寄贈していただきました。毎年寄贈してい
ただき、今年で19回目となりました。使用済み切手は、切
手収集家や収集
業者の間で取引
が行われ、その収
益は発展途上国
の生活改善のた
めの支援物資を
送る送料として
役立てられます。

山梨ともしび基金へのご寄付
　「山梨ともしび基金」に対し、山梨県労働者福祉協会（渡
辺一彦会長）様並びに、連合山梨（中澤晴親会長）様より、
ご寄付をいただきました。山梨県労働者福祉協会様は30
年連続、また連合山梨様は21年連続のご寄付となります。
寄付金は、民間福祉活動の助成を行う当基金で活用させ
ていただきます。

ＪA共済連山梨の中込和也副本部長（右）

山梨中央銀行職員組合の新津智委員長（右）

山梨県労働者福祉協会の渡辺一彦会長(右) 連合山梨の中澤晴親会長（右）
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